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研究成果の概要（和文）：キャラクタ性を持った発話文の自動生成の実現基盤となる「日本語表現文型辞書」を
作成した。この辞書は、「依頼」や「勧誘」といった発話の目的（発話意図）に対して、それを伝達するために
使用される日本語の表現文型を整理したもので、50種類の発話意図に対して、のべ675件の表現文型を収録して
おり、それぞれの表現文型には、話し方の特徴を表す情報（８次元ベクトル）が付与されている。この辞書を利
用して、話者の特徴を反映した発話文生成システムを試作した。

研究成果の概要（英文）：We have complied “Dictionary of Japanese Sentence Patterns”, which is a 
base of automatic generation of utterances with speaker’s characteristics. This dictionary contains
 675 sentence patterns, which are classified into 50 groups of utterance intensions, such as “
request” and “invitation.”  For each sentence pattern, an eight dimensional vector is defined, 
which indicates speech styles such as gender and politeness.  Using this dictionary, we have 
implemented a system that can generate utterances with a given speaker’s characteristics.

研究分野： 自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 

 音声認識・合成技術が進歩するとともに、

スマートフォンなどの携帯端末が普及し、音

声によってコンピュータと対話することが

増加傾向にある。一方的に話す機械（自動販

売機、家電等）は、すでに巷にあふれており、

日常的なものとなっている。 

 コンピュータの発話は、アナウンサーのよ

うな中立的な発話であることが多く、人間ら

しさを感じさせないことが多い。ゲームなど

では、登場人物毎にキャラクタ性を感じさせ

るような発話をするが、これは、職人芸的な

作り込みによって実現されている。 

 人間の発話は、人それぞれ異なり、それが

その人らしさや人物像（キャラクタ性）を感

じさせる手がかりとなっている。しかしなが

ら、言語的側面から、個性やキャラクタ性に

着目した研究は、言語の男女差に着目するジ

ェンダー研究を除いて、それほど進んでいな

い。日本語では、金水による役割語の研究[1]

や、泉子・Ｋ・メイナードの研究[2]などが

散見されるにとどまる。 

 コンピュータによる発話は、テキストの読

み上げ（音声合成）によって実現されている

が、読み上げるテキストは、文字列として保

存されているか、あるいは、簡単なテンプレ

ートを用いて生成されているにすぎない。文

字列としての発話を書き換えることによっ

てキャラクタ性を実現しようとう研究は存

在する[3]が、ある種の内部表現からキャラ

クタ性を持つ発話を、複数のキャラクタに対

して自動生成しようとする生成指向の研究

は、ほとんど存在しない。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、コンピュータの発話にキ

ャラクタ性を反映させる機構を実現するこ

とにある。人間の発話（話し言葉）は、同じ

内容を伝える発話であっても、それぞれの話

し手によって微妙に異なる。我々人間は、そ

れらの差異を聞き分け、そこから、話し手の

個性や人物像を感じとることができる。現在

は、あらかじめ作り込むことによって、ある

特定のキャラクタ性を持つ発話を実現して

いるが、この方法では、複数のキャラクタの

実現のハードルが高い。本研究では、(1) 発

話における個人差を分析し、(2) それらの特

徴を発話に反映させる機構（キャラクタ重畳

機構）を実現する。これにより、複数のキャ

ラクタを演じられる発話生成システムの基

礎を作り上げることを目標とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 既存の発話データ（作業者が特定のキャ

ラクタ性を意図的に付与した発話データ）や、

小説に含まれる会話文を調査し、発話のどの

ような部分に発話者のキャラクタ性が表出

しているかを調査する。 

(2) 上記の調査に基づき、発話者のキャラク

タ性に対するモデル化を行うとともに、キャ

ラクタ性と言語表現の関係を整理し、それら

をある種の辞書として整理する。 

(3) こうして編纂した辞書を利用し、指定し

たキャラクタにふさわしい発話を生成する

発話生成システムを試作する。 

 

４．研究成果 

(1) 既存の発話データベースを分析し、発話

のどの部分に発話者の個性を反映させるこ

とができる自由度があるかを調査した。これ

まで、機能語に発話者の個性が反映されやす

いことが指摘されていた[4]が、それ以外に

も、内容語の選択、構造の選択など、多岐に

渡っていることが判明した。 

(2) 小説から登場人物の発話を抜き出した

小説発話データ集を作成した。対象小説とし

ては、森博嗣の犀川・萌絵シリーズを選び、

この２名の主要人物の発話をそれぞれ 1500

発話ずつ抜き出した。このデータ集から、そ

れぞれの登場人物の個性と結びついている



と考えられる表現を抜き出し、それらと登場

人物の個性の関係を整理した。具体的には、

登場人物の個性を、キャラクタ設定（大学教

員、お嬢様）、性格類型（論理的、浮世離れ、

上品、気が強い、甘えん坊）、発話スタイル

（理路整然、丁寧語多用、辛辣、子供っぽい）

という３段階で階層的に捉え、発話スタイル

の下に、それに固有な表現を整理した。 

(3) 上記の分析に基づき、キャラクタ性を持

った発話文の自動生成の実現基盤となる「日

本語表現文型辞書」を作成した。この辞書は、

「依頼」や「勧誘」といった発話の目的（発

話意図）に対して、それを伝達するために使

用される日本語の表現文型を整理したもの

で、50 種類の発話意図に対して、のべ 675 件

の表現文型を収録している。それぞれの表現

文型に、話し方の特徴を表す情報（８次元ベ

クトル）が付与されている。これは、４軸の

８特徴（男性的・女性的、子供っぽい・大人

っぽい、断定的・婉曲的、丁寧・粗雑）に対

する、３段階の値（０から２）である。具体

例として、発話意図「許可」に対して定義し

た 15 種類の表現文型とそれぞれに対する特

徴ベクトルを図１に示す。この図において、

「R」は動詞の連用形（たとえば、「入り」）、

「V-て」は動詞のテ形（たとえば、「入って」）

を表す。特徴ベクトルは、0 以外の値のみ示

してある。 

 

図 1 許可を表す表現文型 

 

(4) 上記の「日本語表現文型辞書」を利用し

て、話者の特徴を反映した発話文を生成する

システムを試作した。システムの構成を図１

に示す。 

 

図 2 発話生成システムの構成 

 

 このシステムは、話者、発話意図、発話内

容（発話の命題的内容を表す内部構造）の３

つの入力から、その話者にふさわしいと思わ

れる発話文を生成する。このうち話者は、シ

ステム内部では「発話意図と話し方の特徴」

の組み合わせとしてモデル化しており、50 種

類の発話意図のうち 10 種類に対して話し方

の特徴を与えるものとする。これを話者プロ

ファイル（図３）と呼ぶ。明示的に与えられ

ていない発話意図に対する話し方の特徴は、

話者プロファイルに基づいて推測する。 

 

 
図 3 話者 Moe のプロファイル 

 

 こうして定まった話し方の特徴と発話意



図の組で日本語表現文型辞書を引くと、使用

すべき表現文型が定まる。最終的に、表現文

型（辞書の内部では、より詳細な文法情報が

記述されている）と発話内容とを、文生成器

Haori [5]を用いて適切に結合することによ

り、発話文を生成する。 

 生成される発話文の例を図４に示す。この

図に示すように、話者を変更すると異なる表

現（発話）が生成さる。また、特定の話者に

対しては、ある種の一貫性を持った表現が生

成される。小規模な実験において、このシス

テムが、ほぼ違和感のない発話文を生成でき

ることを確かめた。 

 

図 4 システムによる発話生成例 
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